
 

新年を迎えて 

校長 荒井 令子 

明けましておめでとうございます。 

保護者や地域の皆様には、御家族おそろいで良き新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。お

正月は、全てが新鮮で清々しく思えるから不思議です。「おめでとうございます」の言葉に、何か良

い事が起こりそうな予感がするのは私だけでしょうか。 

 

今年は亥年です。くどうなおこ作『のはらうた』より、いのしし ぶんたくんの新年の抱負の詩

を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

「新しい」という言葉は、素敵な言葉です。今までの事を反省して、何かに挑戦したり頑張って

みたりできるからです。「やる気」が起こります。このやる気が子供たちの成長にとってとても大切

です。これがないと、何も身に付かないのです。では、「やる気」を起こさせる良い方法は何でしょ

うか？ 

新〇〇といった切り替えもそうですが、もう一つ大切なのは「認め、褒めること」です。よく子

供の気持ちを察して、その心の機微をとらえ、わずかな芽生えも見逃さないようにして認め、褒め

てあげることです。 

新年を迎え、子供たちにやる気が起こり、飛躍につながるような年になるよう、今年も教職員一

同、子供たちのために本校の伝統を受け継ぎながら、誠心誠意努めてまいります。また、今年は平

成から新年号へ変わる節目の年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の前年、新学習指導

要領完全実施の前年、そして、本校創立 100 周年の前年でもあります。皆さんと「オール小梅」で

取り組んでいきたいと思っております。どうぞ今まで同様、御支援と御協力をよろしくお願いいた

します。 

教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子  ○たくましい子 
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家庭数配布 

 平成３１年１月８日 

発行 墨田区立小梅小学校 

校長  荒井 令子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の生活目標   

 気持ちのよい挨拶をしよう 

生活指導部 山口 勝代  
 新年を迎え、子供たちは初詣・おせち料理など、様々な日本の伝統文化に触れることができた

のではないでしょうか。また、挨拶も大切な日本の文化です。学校や地域など、多くの人と接し

ていく中で、自分からすすんで元気に挨拶できる子供を増やしていきたいです。お声掛け、どう

ぞよろしくお願いします。 

 

 
マラソン大会 

体育主任 島村 晃 

 １２月８日（土）にマラソン大会を行いました。今年度は、隅田公園の改修工事のため、例年

実施していた隅田公園内のコースを変更し、隅田川ランニングコース（土手沿い）で実施しまし

た。この日に向けて、新しいコースを練習で走る児童が多くいて感心しました。大会本番では、

どの子も一生懸命走る姿が印象に残りました。見学場所も限られていましたが、保護者の方のた

くさんの声援が子供たちの力になっていました。走っている児童に、学年みんなで声援を送る姿

もとても微笑ましかったです。たくさんの声援を受けて頑張る経験もマラソン大会のよさだと実

感しました。声援を力に変えて頑張る経験は、今度は自分が誰かに声援を送ることができる人に

つながっていくと思います。 

今年度は利用者も多いコースで、安全に実施できる 

かどうか懸念がありましたが、おやじの会の方々によ 

る自転車等の利用者を誘導する御協力があり無事に実 

施することができました。マラソン大会自体が縮小の 

傾向にある風潮の中で、たくさんの御協力があって学 

校行事が成り立つことを改めて感じました。御協力と 

御声援ありがとうございました。 

展覧会 ～輝く小梅っ子！ 色と形に思いをのせて～   

図画工作科 藤本 美紗子 

 １３日（木）、１４日（金）、１５日（土）の３日間、体育館が子供たちの作品でいっぱいにな

りました。どの作品も、子供一人一人の思いや頑張りがギュッと詰まった作品ばかりです。子供

たちは、自分や友達の作品が飾られているのを見て嬉しそうに鑑賞していました。子供の鑑賞メ

モからいくつか紹介します。『自分たちが頑張ってつくったものが、きれいな一つの作品になって

いて感動した（６年）』『４年生のハローさんは、みんな違っていて、本人に似てると思った。そ

の人らしい！（４年）』お互いの違いのよさやおもしろさ 

を味わうことができました。 

作品をつくっていく中で感じた、「この色が好き！」 

「いい感じだなあ」「わあすごい！」「ドキドキする」 

「失敗しちゃった…」「もっとこうしたい」「うまくで 

きた！」様々な思いが、子供にとって成長のきっかけに 

なるのだと日々感じています。図工の時間が、楽しく 

作品をつくることを通して心の成長ができる場である 

よう指導を続けていきたいと思います。 

 



  

 

 

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうめの森」 

「くじらぐも」 

「にじのみち」 

「シーサータワー」 

「力をあわせて！スチレンはん画」 

「キラキラシャンデリア」 

展覧会共同制作

や、鑑賞の様子を

御紹介します！ 


